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序

北
海
道
大
学
は
、
大
学
院
に
重
点
を
置
く
基
幹
総
合
大
学
で
あ
り
、
そ
の
起
源
は
、
日
本
最
初
の
近
代
的
大
学
と
し
て
一
八
七
六（
明

治
九
）
年
に
設
立
さ
れ
た
札
幌
農
学
校
に
遡
る
。
そ
の
後
、
東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
（
一
九
〇
七
〜
一
九
一
八
年
）、
北
海
道
帝
国

大
学
（
一
九
一
八
〜
一
九
四
九
年
）
を
経
て
、
一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
五
月
三
十
一
日
、
国
立
大
学
設
置
法
に
よ
り
新
制
北
海
道

大
学
が
設
置
さ
れ
、
現
在
、
一
二
の
学
部
、
一
四
の
大
学
院
研
究
科
、
三
つ
の
附
置
研
究
所
、
三
つ
の
全
国
共
同
利
用
施
設
、
言
語
文

化
部
、
附
属
図
書
館
、
附
属
病
院
な
ど
を
擁
す
る
総
合
大
学
に
成
長
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

北
海
道
大
学
は
、
二
〇
〇
四
年
四
月
か
ら
国
立
大
学
法
人
法
に
よ
り
国
立
大
学
法
人
北
海
道
大
学
に
設
置
形
態
を
変
え
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
大
き
な
時
代
の
転
換
点
に
置
か
れ
て
い
る
。
国
立
大
学
法
人
と
し
て
の
歩
み
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
、
本
学
は
、
二
〇

〇
三
年
九
月
十
七
日
の
評
議
会
に
お
い
て
、「
北
海
道
大
学
の
基
本
理
念
と
長
期
目
標
」
を
定
め
た
。
そ
の
内
容
は
、
一
二
七
年
に
及

ぶ
歴
史
の
な
か
で
培
わ
れ
た
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
」、「
国
際
性
の
涵
養
」、「
全
人
教
育
」
お
よ
び
「
実
学
の
重
視
」
と
い
う
教
育
研

究
に
関
わ
る
基
本
理
念
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
二
一
世
紀
に
お
け
る
知
の
創
成
、
伝
承
、
実
証
の
拠
点
と
し
て
発
展
す
る
た
め
の

長
期
的
な
目
標
を
定
め
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

ク
ラ
ー
ク
博
士
の“lofty

am
bition”

（
高
邁
な
る
大
志
）
と
い
う
言
辞
を
端
緒
と
す
る
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
」
は
、「
学
生
及
び
教

職
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
課
題
を
引
き
受
け
、
敢
然
と
し
て
新
し
い
道
を
切
り
拓
い
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
す
る
理
想
主
義
」
を
意

味
し
、
二
一
世
紀
に
至
り
、
学
問
に
お
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
や
新
た
に
提
起
さ
れ
た
人
類
史
的
課
題
に
応
え
得
る
研
究
を
不
断
に
展

開
す
る
た
め
に
、「
学
問
の
自
由
を
基
礎
に
、
純
理
と
応
用
の
別
を
問
わ
な
い
創
造
性
豊
か
な
研
究
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
大
学
院

組
織
等
の
柔
軟
な
展
開
を
通
じ
て
研
究
教
育
機
能
を
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
人
類
史
的
課
題
に
応
え
得
る
世
界
水
準
の

研
究
の
推
進
を
目
指
す
」
も
の
で
あ
る
。

i



設
立
当
初
の
札
幌
農
学
校
に
顕
著
に
開
花
し
て
い
た
「
国
際
性
の
涵
養
」
の
理
念
は
、「
教
養
教
育
の
充
実
に
よ
っ
て
自
文
化
の
自

覚
に
裏
づ
け
ら
れ
た
異
文
化
理
解
能
力
を
養
い
、
外
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成

す
る
」
と
と
も
に
、「
学
生
及
び
教
職
員
の
国
際
性
を
涵
養
し
、
国
際
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
海
外
留
学
・
研
修
の
機
会
を

拡
大
す
る
と
と
も
に
、外
国
人
研
究
者
・
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
推
進
し
、ア
ジ
ア
・
北
方
圏
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
の
人
々

と
の
文
化
的
・
社
会
的
交
流
の
促
進
を
目
指
す
」
こ
と
を
要
請
し
て
い
る
。

農
業
専
門
家
の
養
成
に
止
ま
ら
ず
、
豊
か
な
人
間
性
と
高
い
知
性
を
兼
ね
備
え
、
広
い
教
養
を
身
に
つ
け
た
人
間
の
育
成
を
図
っ
た

札
幌
農
学
校
に
始
ま
る
「
全
人
教
育
」
の
理
念
は
、
教
養
教
育
を
重
視
す
る
伝
統
と
し
て
継
承
さ
れ
、
今
日
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め

に
、「
豊
か
な
人
間
性
と
高
い
知
性
を
涵
養
す
る
幅
広
い
人
間
教
育
を
進
め
、
自
由
・
自
主
独
立
の
精
神
の
涵
養
と
自
律
的
個
の
確
立

を
図
る
と
と
も
に
、
人
権
を
尊
重
し
、
社
会
的
要
請
に
的
確
に
対
応
し
う
る
基
盤
的
能
力
の
育
成
を
目
指
す
」
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

る
。「

実
学
の
重
視
」
と
い
う
理
念
は
、「
現
実
世
界
と
一
体
と
な
っ
た
普
遍
的
学
問
の
創
造
と
し
て
の
研
究
と
、
基
礎
研
究
の
み
な
ら

ず
応
用
や
実
用
化
を
重
ん
じ
研
究
成
果
の
社
会
還
元
を
重
視
す
る
」
と
い
う
二
つ
の
意
味
を
含
み
つ
つ
定
着
し
、
さ
ら
に
今
日
、「
現

実
世
界
と
一
体
と
な
っ
た
普
遍
的
真
理
や
、
北
海
道
の
特
性
を
生
か
し
た
学
問
の
創
造
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
産
学
官
の
連
携
協
働

の
拡
大
を
通
じ
て
、
研
究
成
果
を
北
海
道
、
さ
ら
に
日
本
、
世
界
に
還
元
す
る
」
こ
と
と
、
あ
わ
せ
て
「
大
学
院
に
お
け
る
高
度
な
専

門
家
及
び
職
業
人
の
養
成
並
び
に
社
会
人
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
」
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

北
海
道
大
学
は
、
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
に
創
基
一
二
五
周
年
を
迎
え
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
百
二
十
五
年
史
編
集
室
を

設
置
し
て
、
創
基
一
二
五
周
年
を
記
念
す
る
出
版
物
を
編
纂
し
、
刊
行
に
あ
た
っ
た
。
本
書
『
北
大
百
二
十
五
年
史
』
通
説
編
の
刊
行

に
よ
っ
て
、
そ
の
別
冊
で
あ
る
論
文
・
資
料
編
（
二
〇
〇
三
年
三
月
刊
行
）
と
と
も
に
『
北
大
百
二
十
五
年
史
』
全
二
冊
を
構
成
し
、

既
刊
の
小
史
『
北
大
の
１２５
年
』
お
よ
び
『
写
真
集
北
大
１２５
年
』（
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
一
年
三
月
お
よ
び
十
二
月
刊
行
）
を
加
え
て
、
計

画
ど
お
り
百
二
十
五
年
史
編
集
室
の
仕
事
を
成
し
遂
げ
た
。
法
人
化
に
あ
た
っ
て
北
海
道
大
学
の
個
性
と
特
色
を
明
ら
か
に
し
、
教
育

ii



研
究
の
水
準
を
さ
ら
に
高
め
て
基
幹
総
合
大
学
と
し
て
の
存
在
意
義
を
社
会
に
示
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考

え
る
と
、『
北
大
百
二
十
五
年
史
』
の
刊
行
は
真
に
時
宜
に
か
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

北
海
道
大
学
史
の
研
究
は
、
北
海
道
大
学
百
年
史
編
纂
事
業
に
お
い
て
刊
行
さ
れ
た
『
北
大
百
年
史
』
全
四
巻
お
よ
び
『
写
真
集
北

大
百
年
』
に
、
今
回
の
百
二
十
五
年
史
編
纂
事
業
に
よ
る
刊
行
物
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
当
の
蓄
積
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
北
海
道
大
学
史
の
研
究
は
な
お
そ
の
出
発
点
に
立
っ
た
段
階
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
継
続
的
・
多
面
的
に
発
展
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
北
海
道
大
学
文
書
館
（
仮
称
）
設
置
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
二
〇
〇
三
年
十
月
に
提
出
し
た
答
申

に
基
づ
き
、「
北
海
道
大
学
の
歴
史
に
関
わ
る
各
種
の
資
料
の
収
集
・
整
理
・
保
存
・
公
開
、
及
び
調
査
研
究
を
行
う
た
め
の
機
関
」

と
し
て
の
北
海
道
大
学
文
書
館
（
仮
称
）
を
設
置
す
る
方
針
を
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
書
の
出
版
に
あ
た
っ
て
ご
尽
力
賜
っ
た
、
通
史
執
筆
者
の
方
々
、
編
集
の
任
を
務
め
ら
れ
た
百
二
十
五
年
史
編
集
室
の
原
暉
之
ス

ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
（
編
集
室
長
）、
井
上
高
聡
編
集
員
は
じ
め
編
集
室
員
、
編
集
補
助
お
よ
び
編
集
顧
問
の
方
々
に
深
く
感
謝

す
る
し
だ
い
で
あ
る
。

二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
十
月

北
海
道
大
学
総
長

中

村

睦

男
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凡

例

一
、『
北
大
百
二
十
五
年
史
』
は
、
北
海
道
大
学
の
前
身
で
あ
る
札
幌
農
学
校
開
校
（
一
八
七
六
年
）
以
前
の
事
情
か
ら
創
基
一
二
五

周
年
（
二
〇
〇
一
年
）
ま
で
を
中
心
に
記
述
し
、
通
説
編
と
論
文
・
資
料
編
の
全
二
巻
よ
り
な
る
。

一
、
本
巻
（
通
説
編
）
は
第
一
部
「
通
史
」
と
第
二
部
「
部
局
史
」
の
二
部
構
成
で
あ
る
。

一
、
文
章
の
体
裁
等
は
、
左
記
の
諸
項
に
よ
っ
た
。

１

原
則
と
し
て
当
用
漢
字
、
現
代
か
な
づ
か
い
を
使
用
し
た
が
、
固
有
名
詞
・
学
術
用
語
等
を
表
記
す
る
際
に
は
適
宜
判
断
し
た
。

２

紀
年
は
西
暦
に
よ
り
、
元
号
を
表
記
す
る
場
合
は
（
）
に
入
れ
た
。
学
年
歴
上
の
年
度
や
会
計
年
度
も
西
暦
で
表
示
し
た
。

一
八
七
二
年
以
前
の
年
月
日
は
元
号
年
を
そ
の
ま
ま
西
暦
年
に
置
き
換
え
、
月
日
の
み
太
陰
暦
に
従
っ
て
表
記
し
た
。

３

二
〇
〇
二
年
三
月
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
「
看
護
師
」「
助
産
師
」「
保
健
師
」
等
の
呼
称
に
つ
い
て
は
、
記
述
が
改
称
以
前
の

内
容
に
止
ま
っ
て
い
る
た
め
、
混
乱
を
避
け
て
「
看
護
婦
」「
助
産
婦
」「
保
健
婦
」
等
を
使
用
し
た
。

一
、
第
一
部
「
通
史
」
に
つ
い
て

１
「
通
史
」
は
、
原
則
と
し
て
創
基
一
二
五
周
年
の
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
二
〇
〇
一
年
十
月
ま
で
の
内
容
を
記
述
し
た
。

２

一
九
六
八
年
ま
で
を
記
述
し
た
第
一
編
は
、『
北
大
百
年
史
』
通
説
の
「
通
史
」
の
内
容
を
圧
縮
し
、
適
宜
加
筆
し
た
。

３

第
二
〜
四
編
は
新
た
に
執
筆
し
た
。

一
、
第
二
部
「
部
局
史
」
に
つ
い
て

１
「
部
局
史
」
は
、
原
則
と
し
て
二
〇
〇
一
年
三
月
ま
で
の
内
容
を
記
述
し
た
。

２
『
北
大
百
年
史
』
部
局
史
で
記
述
し
た
一
九
七
六
年
ま
で
の
内
容
は
簡
略
に
記
述
し
、
七
七
年
以
降
の
記
述
に
重
き
を
置
い
た
。

３
「
部
局
史
」
の
項
目
は
、
二
〇
〇
一
年
三
月
現
在
の
北
海
道
大
学
の
組
織
に
基
づ
い
て
構
成
し
た
。
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部

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1001

第
一
章

言
語
文
化
部
の
創
設

第
二
章

教
育
の
歩
み

第
三
章

研
究
部
門
の
充
実

第
四
章

大
学
院
設
置

地
球
環
境
科
学
研
究
科
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1025

第
一
章

環
境
科
学
研
究
科
の
理
念
と
沿
革

第
二
章

地
球
環
境
科
学
研
究
科
の
構
想
と
沿
革
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国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1037

第
一
章

国
際
広
報
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
の
創
設

第
二
章

教
育
・
研
究
体
制
と
そ
の
特
徴

低
温
科
学
研
究
所
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1049

第
一
章

創
立
か
ら
一
九
七
六
年
ま
で
の
低
温
科
学
研
究
所

第
二
章

各
部
門
の
研
究
概
要
（
一
九
七
七
年
か
ら
九
四
年
ま
で
）

第
三
章

改
組
（
一
九
九
五
年
）
以
降
の
低
温
科
学
研
究
所

電
子
科
学
研
究
所
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1077

第
一
章

沿
革

第
二
章

電
子
科
学
研
究
所
の
研
究

遺
伝
子
病
制
御
研
究
所
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1099

第
一
章

北
方
結
核
研
究
所
の
設
立

第
二
章

北
海
道
大
学
結
核
研
究
所

第
三
章

免
疫
科
学
研
究
所
へ
の
改
組
と
そ
の
後
の
歩
み

第
四
章

免
疫
科
学
研
究
所
と
医
学
部
附
属
癌
研
究
施
設
統
合
に
よ
る

遺
伝
子
病
制
御
研
究
所
の
ス
タ
ー
ト

触
媒
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1111

第
一
章

研
究
セ
ン
タ
ー
の
概
要

第
二
章

触
媒
化
学
の
流
れ
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第
三
章

触
媒
研
究
所

第
四
章

触
媒
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー

ス
ラ
ブ
研
究
セ
ン
タ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1123

第
一
章

準
備
期

第
二
章

法
学
部
附
属
施
設
期

第
三
章

学
内
共
同
教
育
研
究
施
設
期

第
四
章

全
国
共
同
利
用
施
設
期

大
型
計
算
機
セ
ン
タ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1137

第
一
章

設
置
の
経
緯

第
二
章

計
算
機
シ
ス
テ
ム
の
変
遷

第
三
章

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
変
遷

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
総
合
セ
ン
タ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1149

機
器
分
析
セ
ン
タ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1151

実
験
生
物
セ
ン
タ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1153

遺
伝
子
実
験
施
設
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1155

留
学
生
セ
ン
タ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1157

第
一
章

留
学
生
セ
ン
タ
ー
設
立
前

第
二
章

留
学
生
セ
ン
タ
ー
の
設
立
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高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1171

第
一
章

予
科

第
二
章

教
養
部

第
三
章

教
養
部
の
廃
止
と
高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
の
設
置

第
四
章

高
等
教
育
機
能
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
の
発
展

先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1225

第
一
章

先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置
前
史

第
二
章

先
端
科
学
技
術
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
の
活
動

第
三
章

北
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
産
学
官
連
携
機
関
の
集
積
と
セ
ン
タ
ー
の
改
組

情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
研
究
総
合
セ
ン
タ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1233

第
一
章

前
史

第
二
章

情
報
処
理
教
育
セ
ン
タ
ー

第
三
章

情
報
メ
デ
ィ
ア
教
育
研
究
総
合
セ
ン
タ
ー

総
合
博
物
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1243

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1249

体
育
指
導
セ
ン
タ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1253

第
一
章

ス
ポ
ー
ツ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
か
ら
体
育
指
導
セ
ン
タ
ー
へ

第
二
章

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
指
導

第
三
章

研
究
活
動
・
社
会
貢
献
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第
四
章

さ
ら
な
る
発
展
の
鼓
動

医
療
技
術
短
期
大
学
部
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1259

第
一
章

通
史

第
二
章

学
科
等

附
属
図
書
館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1273

第
一
章

図
書
館
〜
創
設
か
ら
一
〇
〇
年
ま
で
〜

第
二
章

二
一
世
紀
を
ひ
ら
く
図
書
館
を
め
ざ
し
て

事
務
局
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1305

第
一
章

事
務
局

第
二
章

学
生
部

あ
と
が
き

北
海
道
大
学
百
二
十
五
年
史
編
集
室
長

原

暉

之
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1335

北
海
道
大
学
創
基
百
二
十
五
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
出
版
等
専
門
委
員
会
…
…
…
…
…

1341

百
二
十
五
年
史
世
話
人
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1343

北
海
道
大
学
百
二
十
五
年
史
編
集
室
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

1343
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